
人　口／３，２１１人（男／１，５２５人：女／１，６８６人）
世帯数／１，５６３世帯　　　 　　（９月３０日現在）

■　「満タン＆灯油プラス１缶」運動ほか…２
■　チ ャ リ テ ィ フェ ス テ ィバル ｉｎ と ま まえほか…３
■　馬の作品展ほか…４
■　町健全化判断比率及び資金不足比率…５
■　健康ばんざい…６
■　地域包括ケアだより…７
■　国民健康保険ガイド…８
■　国民年金…９
■　学びの広場…１０
■　住まいる情報…１１～１３
■　中学生ギャラリー…１４

全国「馬の絵作品展」で学校賞受賞！
　北海道では唯一の全国展となる「馬の絵作品

展」に出展した苫前中学校が、全国でも２校しか

選考されない学校賞を受賞した。

　３年生１４名が美術の時間に描いた作品で、梅

原賢伸教諭は「授業時間の中でこれだけ完成度の

高い作品を全員描けたのは、奇跡が起こったよ

うなもの」と受賞の喜びを語った。

　３年生１４名の生徒たちは「大変だったけどうま

く描けた」と述べていた。
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子どもたちの完食が一番うれしい ～学校給食調理員 高橋和江さん～

公民館講座「化石発掘体験学習」～霧立地区～



広報とままえ 10月号　ˏ頁

₉

月
₉
日 
日
⅘
開
催
⅃

２３

ⅶ
⅍
ల
₉
回
北
海
道
໓
車
Ⅻ

１ː

⅑
ⅴ
”
⅁
⅛
日
⅛
ࡿ
後
ℹ
ⅳ

⅛
←
↜
‡


⁎
‡
出

ထ


者
⅛
ظ
手
५

ཅ
⅃
ⅼ
℺

出


時
ۼ
前
⅘
ভ
⅛
ະ
ߓ

合
ⅻ
感
ⅆ
”
ݢ
℻
⁄
←
↖
⁋

↫
℺
苫
前
ভ
ش

ၷ
ਫ਼
⅛
չ


ਘ
ਫ਼
長
⅘
Ⴒ
၁
”
ݝ

日

⅔
ℴ
⁁
⅍
℺
”
١
ℽ

ၷ
ⅻ

֨
℻
受
ℿ
⅓
ℽ
ⅶ
⅍
„

₉
չ

ਫ਼
長
⅜
”‵
জ
℺
苫

前

ၷ
ਫ਼
⅘

ℽ
Ⅻ
⅔
⅘
५


⅃
ⅼ
⅜
ـ
౭
⅛
⅕
⅁
ⅷ
⅔

ఞ
⁁
⅓
ℵ
Ⅻ
ⅅ
⅍
„
५

⅃

ⅼ
⅜
ࡊ
ݹ
⅗
方
”
ࠝ
ෝ
人
⅗

⅛
⅘
ົ
ݳ
℺
高
ℽ
⅗
ℽ
ܨ
⅃

ℽ
⅗
方
⅔
ⅅ
⅍
‶
⅕
ࢊ
⁁
⅍
„

₉
չ

ਫ਼
長
⅜
”
⅋
⅛
後
হ

ၷ
⅛
経
ً
℺
ܨ
⅘
⅗
ⅴ
←

↜
‡


⁎
‡
ⅻ
見
学
”
ड

後
⅛
ظ
℺
ਞ
ⅸ
⁁
⅍
後
⅘
५


⅃
ⅼ
⅜
չ

ਫ਼
長
⅘
࢜
ℿ

手
ⅻ
૦
⁁
⅓
؊
ℷ
⅓
ℵ
⅍
⅕

ℵ
ℶ
„

₉
苫
前
町
₊
২
会

ছ
協
݈

会
৽
催
⅛
平
成
₉
年
度
苫
前

２̞

町
ࠉ
Ⴧ
会
℺

月
₉
日 
水


２０

公
民
館
⅔
開
催
⅃
ⅶ
”
町
内

⅘
ݳ
住
ⅇ
ⅵ
₉
歳
ո
上
⅛
高

５˓

Ⴂ
者
約



名
℺
料
理
⅕

催
ⅅ
Ⅿ
⅛
ⅻ
楽
ⅅ
ⅼ
ⅎ
„

₉
৽
催
者
⅛
森
町
長
⅜
‵
⅁

ⅶ
Ⅻ
⅔
⅛
人
生
経
験
⅕

ࠃ

ⅻ
行
ଽ
⅘
Ⅿ
教
া
ℵ
⅍
ⅎ
℻

⅍
ℵ
‶
⅕
Օ
ग़
ⅅ
⅍
„

₉
Ⅻ
⅍
”
今
年
満



歳

ⅻ
ࠞ
ℷ
⅍
方
Ⅵ
⅛
ܱ
ැ

௭

೮

Ⅿ
行
ⅸ
ⅶ
”
⅁
⅛
日
参

加
ⅅ
⅍
݆

ᖜ
⅃
ⅼ
⅘
ܱ
ැ


℺
手
ള
⅃
ⅶ
⅍
„

₉
参
加
者
⅜
ۋ

⅛
後
”
苫

前
ິ
人
会
⅗
⅖
⅛
ໍ
ိ
”
参

加
者
⅘
ⅲ
ⅵ
ↂ
↼
ↁ
ↈ
”



苫
前
子
⅖
Ⅿ

”
古
丹
別

保
育
ਫ਼
⅛


⅘
ⅲ
ⅵ
ℸ
ဋ

ܾ
⅗
⅖
⅛
ဒ
ޟ
ⅻ
楽
ⅅ
Ⅼ
⅗

℺
ⅳ
”

日
ⅻ
楽
ⅅ
ⅼ
ⅎ
„

ಿ̤ͬਿい ～଼ˎ ා̞ഽඓஜࠉჇٛ～

₉

月
₉
日 
木
町
←
↳
‡

１ː

↚
→
⇅
↖
‡
⅔
苫
前
町
商
ࢥ

会

年
部 
ࡔ
野

੩
部
長


৽
催
⅛
↽
ⅽ
↾
野
球
๕
大
会

℺
開
催
⅃
ⅶ
⅍
„

₉
地
֖
内
⅛

年
団
体
⅛


ၠ
ⅻ
⅚
ⅳ
ℵ
⅕
ⅅ
⅍
ℸ
দ
ⅅ

ܑ
ْ
”
商
ࢥ
会

年
部
ⅻ
⅜

ⅆ
Ⅾ
”
苫
前
町

協

年
部
”

北
ⅵ
Ⅿ
ℵ
ݽ
協
苫
前
支
ਫ਼


年
部
”
町
職
員
組
合

年
部

ℹ
ⅳ
約
₉
名
℺
参
加
ⅅ
⅍
„

３０

₉
⅁
⅛
日
⅜
ַ
⅛
⅍
Ⅾ
野
球

場
ℹ
ⅳ
←
↳
‡
↚
→
⇅
↖
‡

⅘
会
場
ⅻ
変
ࢵ
”
体
育
館
ⅻ

野
球
๕
⅘
見
立
⅓
参
加
者
全

員
℺
飛
⅝
⅗
ℵ
↲
‡
↾
ⅻ
↭

↼
←
↘
⁋
ↆ
⅛
↦
⁋
↞
⅔
打

⅑
Ⅿ
⅛
„
参
加
者
ℹ
ⅳ
⅜

‵
⅗
ℹ
⅗
ℹ
思
ℶ
ⅲ
ℶ
⅗
ਫ਼

⅘
飛
⅝
⅗
ℵ
⅛
℺
ℸ
Ⅿ
ⅅ
ⅷ

ℵ
‶
⅕
大
会
ⅻ
楽
ⅅ
ⅼ
⅔
ℵ

⅍
„

Ϧアル野球൫େձΓ্͕Δ ʙલ町ձ੨෦ओ催ʙ

₉
今
年
⅔

回
࿒
⅕
⅗
ⅵ
大

૧

ڼ

会
২
৽
催
⅛
↘
⁌

↽
↜
⁇
↫
⁉
←
↜
⁇
↦
↾
ѿ

⅕
Ⅻ
Ⅻ
ℷ
℺

月
₉
日 
日


１０

Ⅲ
ⅸ
⁁
⅕
ಛ
車
場
⅔
開
催
⅃

ⅶ
⅍
„

₉
会
場
内
⅔
⅜
ظ
手
ⅰ
ⅲ
⅃

⅁
ℵ
↘
‡
↶
⅘
ⅲ
ⅵ

ໍ
”

子
ރ
⅘
ⅲ
ⅵ
↗
⇅
←
⅗
⅖
ⅻ

楽
ⅅ
Ⅽ
⅕
⅕
Ⅿ
⅘
”
北
ⅵ
Ⅿ

ℵ
ݽ
協
ⅰ
商
ࢥ
会

年
部
⅘

ⅲ
ⅵ
ℽ
ⅆ
֨
℻
”
⅕
Ⅻ
Ⅻ
ℷ

أ
ஂ
Ⅲ
ⅸ
⁁
⅕
⅛
ↀ
↩
↦
‡

Ↄ
‡
⅗
⅖
℺
์
ค
⅃
ⅶ
⅍
„

Ⅻ
⅍
”
ࢭ
႕
⅛
大
ಒ
選
会
⅕

࿕
Ⅻ
℻
Ⅿ
行
ⅸ
ⅶ
”
会
場
⅜

大
ℵ
⅘
େ
ⅴ
上
℺
ⅴ
ⅻ
見
ⅉ

⅓
ℵ
⅍
„

₉
↘
⁌
↽
↜
⁇
⅕
ⅅ
⅓
行
⁁

⅍
༡
金
活
動
⅔
⅜
”
町
ↄ
⁌

↼
ↆ
↖
‡
⅛
‵
ℽ
Ⅻ
ⅎ
⅕
Ⅻ

ℸ
‶
ℽ
ⅼ
Ⅿ
参
加
”
ఉ
ℽ
⅛

༡
金
℺
ਬ
Ⅻ
ⅴ
後
日
”
町
⅘

ܙ
້
⅃
ⅶ
⅍
„

スςーδ৯ɾநબձͳͲ ʙ�νϟϦςΟフΣスςΟόル�̸̽ �ͱ··͑�ʙ

₉

月
₉
日 
ാ
公
民
館
⅔

１˒

苫
前
町
文
化
協
会
₉
ਔ
年
ܱ

５０

ැ
事
業
⅘
ⅲ
ⅵ
ġℇ
ġℙ
℄
ℓ

ℓ
ℑ
℈
ℎ
 
ↀ
ⅾ
↘
↓
⁋
↞

↽
ↁ

⅘
ⅲ
ⅵ
音
楽
↼
ⅾ
↬

↊
⇅

‡
↞
℺
開
催
⅃
ⅶ
”

約



名
⅛
ြ
場
者
℺
生

⅛
音
楽
ⅻ
満
ݎ
ⅅ
⅍
„

₉
↊
⇅

‡
↞
⅘
⅜
道
内
⅜

Ⅿ
⅕
ⅲ
ⅴ

京
ℹ
ⅳ

ޚ
എ

⅗
↫
⁆
⇅
Ⅿ
駆
ℿ
⅑
ℿ
”
ⅽ

⇅
↊
‡
↾
ެ
⅗
⅖
ⅻ
܄
Ⅾ
⅍

全
₉
ެ
℺

ு
⅃
ⅶ
⅍
„

１˒
₉
会
場
⅜
”
小
学
生
ⅰ

子

Ⴒ
ⅶ
⅛
ز

℺
ఉ
ℹ
⁁
⅍
℺
”

↭
⇀
℺
ு
⅔
ⅵ
↪
ⅽ
↤
ⅰ

↯
‡
←
”
↟
↼
↶
⅛
→
⁋


⁎
⇅
ⅻ
࿒
⅛
൚
⅍
ⅴ
ⅅ
⅓
”

۷
ݖ
⅜
体
ⅻ
動
ℹ
ⅇ
⅗
⅖
ⅅ

⅓
↽
↑
↶
⅘
乗
⁁
⅓
ℵ
⅍
„

ȉ૽آ५ཅさん̢ͬたظ ～ඓஜভشၷਫ਼ չਘਫ਼ಿ～

ˤ ˶l ˰˰ ˮ˥˫ がඓஜ́ڢإρͼήϋȜΠ～ඓஜ化ٛފˑ ਔ̩ාমު～



広報とままえ 10月号　ː頁

₉
北
海
道
⅔
⅜

一
⅛
全
࣭

ജ
”‵
෯
⅛
ٰ
作

ജ
‶
⅔
苫

前
中
学
校
 
森
正

校
長



年
⅛
高
田
ج
༜
⅃
ⅼ
℺
入

選
”
同

年
生
⅛
今
द
ل
⅃

ⅼ
”
۾
野
洋
人
⅃
ⅼ
”
名
ศ

᧻
ြ
⅃
ⅼ
⅛

名
℺
ج
作
ⅻ

受
ર
ⅅ
⅍
„

₉
美
術
ⅻ
指
導
ⅅ
⅓
ℵ
ⅵ


ࡔ
ࡋ

教
諭
⅜
‵

名
⅕
Ⅿ

෯
⅛
࿉
⅗
Ⅼ
ⅰ

ࠊ
”
全
体

⅛
ࢹ

ⅻ
ࣉ
ℷ
ⅲ
ℽ
ຝ
ℿ
⅓

ℵ
⅍
⅕
思
ℶ
”

ळ
⅗
表
現

℺
今
回
⅛
受
ર
⅘
⅗
⁁
⅍
⅛

⅔
⅜
‶
⅕
დ
ⅅ
⅍
„

₉
一
方
”
入
選
ⅅ
⅍
高
田
⅃

ⅼ
⅜
‵
ٰ
ⅻ
ຝ
ℽ
⅛
⅜
ࢡ
℻
”

ۯ
内
എ
⅗
作

ജ
⅔
⅛
受
ર

経
験
⅜
ℴ
ⅵ
℺
”
全
࣭
എ
⅗

作

ജ
⅔
⅛
受
ર
⅜
⅜
ⅆ
Ⅾ

⅓
”
⅕
⅓
Ⅿ
ܘ
ⅅ
ℵ
‶
⅕
ܔ

Ⅰ
ⅻ
ℹ
Ⅼ
ⅅ
Ⅾ
⅓
ℵ
⅍
„

₉
Ⅻ
⅍
今
回
⅛
作

ജ
⅔
⅜
”

古
丹
別
中
学
校
 
大
֔
学
校

長


年
⅛
ࢥ

千
᥈
ି
⅃

ⅼ
⅕
չ

࠽
ఊ

ℽ
ⅼ
Ⅿ

‵
෯
⅛
ٰ
作

ജ
‶⅔
⅛
入
選

⅕
ج
作
ⅻ
受
ર
ⅅ
⅍
„

₉
ࢥ

⅃
ⅼ
⅜
‵
顔
⅛
ࠬ
ۯ

ⅰ
࿉
⅗
Ⅼ
ⅻ
表
現
ⅇ
ⅵ
⅛
℺

難
ⅅ
ℹ
⁁
⅍
„
୶
生
ℹ
ⅳ
入

選
⅛

ⅳ
ⅉ
ⅻ
聞
ℵ
⅍
時
⅜

本
൚
⅘
Ⅰ
⁁
ℽ
ⅴ
ⅅ
⅍
‶
⅕

დ
ⅅ
⅓
ℵ
⅍
„

₉
⅁
⅛
ఈ
”
苫
前
中
学
校
⅜

学
校
ર
ⅻ
受
ર
ⅅ
⅍
„

₉
⅁
⅛
学
校
ર
⅜
”
学
校
全

体
⅕
ⅅ
⅓
෯
⅛
ٰ
作

⅘
࣓

ࡃ
ⅅ
高
ℵ
成
ض
℺

Ⅾ
ⅳ
ⅶ

ⅵ
学
校
⅘
௭
ⅳ
ⅶ
ⅵ
ࡀ
ր
ℴ

ⅵ
ર
⅔
”
ྀ
年
௭
ⅳ
ⅶ
ⅵ
Ⅿ

⅛
⅔
⅗
ℵ
⅍
Ⅾ
非
常
⅘
ܲ
ਹ

⅗
ર
⅕
⅗
⁁
⅓
ℸ
ⅴ
”
生
ര

ⅳ
Ⅿ
⅁
⅛
受
ર
⅘
ܔ
Ⅰ
ⅻ
ℹ

ℽ
ⅉ
⅗
ℵ
ⅲ
ℶ
⅔
ℴ
⁁
⅍
„

馬の絵作品展で中学生が入選・佳作受賞！

Ҭࣾձۀࣄݙߩ ·ͪのࢪઃΛඋ͍͖ͯͨͩ͠·ͨ͠
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২ςγȜθෝഴ技࠺Ȫෝഴ౺৾ڦ役ȫ̦ ȂჇݤ化ͤ͢ͅࢵ૧୭౾場ਫ਼

͈対ય̜̹́̽ޟೋ地区͈̮͙ΑΞȜΏοϋ１基ͬ地֖২会࣓ࡃ事業͂

௭̱̹ȃܙ̱̀

ȁո前̥ͣ要བ͈̜̹̽地区́ࢵ૧୭౾͈ຈ要̦̜̹̽ȃ̭͈͕̓૧
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ȁ˕月ĲĲ日Ȫ月ȫ一般࣭道ĳĴĺ苫前町道Ⴙੰୱࢥ事Ȃ一般࣭道

ĳĴĺ霧立٨良ٸ一Ⴒࢥ事̱̞ͬ̀ͥڼ会২北࠺୭Ȫ小ോם人

代表৾役ȫ̦苫前町野球場͈ା地Ȇഢգͥ͢ͅ野球場͈ା備ͬ地

֖২会࣓ࡃ事業̱͂̀実施̱̹ȃ

ȁۯ内大会͞地元野球ΙȜθ͈Ⴏ習会場̱͂̀ອ้ͅ使̞ͩͦ̀

̦ͥȂା備̱̞̹̺̞̹̤̥̬̀́利ဥ者͜հ心̱̀使ဥ̧́ͥ͢

̠̱̹̈́ͤ͘ͅȃ

ȁ̜̦̠̮̰̞̱̹ͤ͂͘ȃ

લ町野球のඋ ʙࣜגձࣾ౦北ݐઃʙ

͝Έスςーγϣンのدଃ ʙ༗ݶձࣾϦϗームొٕݐʙ
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ȁ地方公共団体़͈ଽ͈࠲全化̳ͥͅ۾法ၙల３ૄల１͍ࣜݞలĳĳૄ ల１͈ࣜܰͤ͢ͅȂ本町͈平

成ĳĹ年度ࠨॳͅ基̩̿࠲全化判断ၚ͍ݞ金ະ足ၚ̞̾̀ͅȂষ͈̤͂ͤ公表̞̹̱̳͘ȃ

Ⱥಎ͈ဥٜࢊ୰Ȼ

֚ 実質赤字比率 Ɂؽ ๊ٛࠗ൝̤̫ͥͅৗল̦ດ़ଽܰ࿅ͅచ̱̩̀̓ͦ

ນ̱̹ၚ̳́ḁ̞ࣣ̑ͬͥ̀̽̈́ͅڬ͈̞ͣ

̳ 連結実質赤字比率 Ɂؽ ͓͈̀ٛࠗͬచયと̱̹ৗলȪྌ͉͈߄ະ௷ڣȫ

͈ດ़ଽܰ࿅ͅచ̳ͥၚ̳́ȃ

༐फͅ߄ৰࣣͬڬ実質公債費比率（３ヶ年平均） Ɂ ਓව͈̠̻Ȃ͈̩̞͈̓ͣؽ

ਰ̞̥̀̀ͥͬນ̱̹ၚ̳́ȃ

ɦ൚ڂၚ̦1Ĺɓոષ͈ঌఆ̦౷༷ञȪৰ߄ȫͬ ৰͤවͦͥાࣣȂസൽຸࡇম

ຈါと̈́ͤま̳ȃ̦خݺ͈

֚ 将来負担比率 Ɂؽ ๊ٛࠗ൝̦ြ̧̳͓ৗഎ̈́ञ̦ດ़ଽܰ࿅ͅ

చ̱̩̞͈̥̞ࣣ̀̓ͦͣͬͥ̀̽̈́ͅڬນ̱̹ၚ̳́ȃ

Ȇ実ৗলၚ

ȆႲࠫ実ৗলၚ

Ȇ実ৗ公ञ費ၚ

Ȇြၚ

会社で例えると
ുॲ͉̞̥́͘
̞̦̈́Ȃ経א状
ఠ̦̜̩ͤ͘͢
̞̈́会২

Ȇ実ৗলၚ

ȆႲࠫ実ৗলၚ

Ȇ実ৗ公ञ費ၚ

ひとつでも財政再生
基準を超えると

いずれかが早期健全
化基準を超えると

会社で例えると
経٨͈א̦見
込̴͛ുॲ̜ͅ
̹ͥ状ఠ

　上記の表を見てもいずれの比率も国の基準をクリアしており、苫前町

の財政は十分に健全性が保たれています。

経営健全化基準（Ｈ27）資金不足比率（Ｈ28）資金不足比率

ĳıȅı

Ƚ－簡易水道事業特別会計

Ƚ－下水道事業特別会計

Ƚ－風力発電事業特別会計

Ȫಕȫ金ະ足̞̦̈́ڣ場合Ȃ金ະ足͈ၚ ȶ͉Ƚȷ́ 表া

Ȫౙպȇɓȫ

Ȫಕȫ実ৗলڣྌ͉Ⴒࠫ実ৗল̞̦̈́ڣ場合͍ݞ実ৗ公ञ費ၚྌ͉ြ

ၚ̦ॳ̯̞ͦ̈́場合Ȃ࠲全化判断ၚ ȶ͉Ƚȷ́ 表া

財政再生

基準

早期健全化

基準

健全化判断比率

前年度比率Ｈ28比率

ĳıȅııĲĶȅııȽȽ実質赤字比率

ĵıȅııĳıȅııȽȽ連結実質赤字比率

ĴĶȅıġĳĶȅıġĸȅĵĸȅķ実質公債費比率

ĴĶıȅıȽȽ将来負担比率

Ȫౙպȇɓȫ

Ⱥಎ͈ဥٜࢊ୰Ȼ

ະ௷ȪɁলȫ̦߄と͈̮ުܑא 資金不足比率 Ɂؽ মުܰ࿅͈ުܑא̷͈

ͅచ̱͈̩̞͈̥̞ࣣ̀̓ͣͬͥ̀̽̈́ͅڬນ̱̹ၚ̳́ȃ

「簡易水道事業」「下水道事
業」「風力発電事業」の３事
業とも資金不足がなく、
「－」で表示されているの
で、健全な経営がされてい
ることがわかりますね

平成２８年度の比率を
見ても「早期健全化」
「財政再生」の両基準
を下回っていることか
ら、健全な財政運営が
行われていることが、
わかりますね

લ町の݈શԽஅൺٴͼۚࢿෆൺΛެද͠·͢

地方公共団体़͈ଽ状況ͬ判断̳ͥ基̱͂̀Ȃষ͈ː͈̾ၚ̦୭̫ͣͦ̀ڎ

̞̳͘ȃ
健全化判断比率

公ܑא業़̮͈͂ଽ状況ͬ判断̳ͥ基̱͂̀୭̫̹͈ͣͦ́͜Ȃ一͈基ͬ

಼̢ͥ͂経࠲א全化ْ͈ࠗ策̦義務̫̳̿ͣͦ͘ȃ
資金不足比率

早期健全化団体へ

が義務づけに
財政健全化計画の策定
個別外部監査

݊
ݘ
ݨ

財政再建団体へ

が義務づけに財政再生計画の策定
݊
ݘ
ݨ
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݈ ߁
Μ͍͟

診断するための検査
・血糖値　空腹時（10時間以上の空腹）
　　　　　随時血糖
・Ｈ ｂＡ１ ｃ（ヘモグロビンエーワンシー）
・75ｇＯＧＴＴ（経口ブドウ糖負荷試験）

空腹時の血糖値Ｈ ｂＡ１ ｃ
110 ｍｇ/ｄｌ 未満６．２ 未満

血糖値の基準値（健康な人の場合）

ＨｂＡ１ ｃ＝過去 １ ～２ヶ月の血糖値の平均値を表します

ブドウ糖を飲み、血糖値の時間毎の変化を
確認する試験

ΠϯϑϧΤϯβऀྸߴ
༧छਃࠐडத

　詳しくは、９月各戸配布
チラシにて御確認願います。
＜申込期限＞
10月20日（金）まで
＜申込書提出先＞
役場税務町民課窓口または
古丹別支所窓口まで
＜お問い合わせ先＞
保健福祉課けんこう係
　電話 64－2215　　　

＜日程・会場＞
11月25日（土） 福祉センター
11月26日（日） 公民館
＜検査方法＞　血液検査など
＜対象者＞
①40から74歳の苫前町国保加入者、
②75歳以上の後期高齢者医療加入者、
③30から39歳の町民（町の独自事業、
加入している保険にかかわらず受診可
能）、④社会保険の被扶養者（受診券持
参の方）

ಛఆ健
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ȤȤȤȤȤȤȤȤȤȤȤȤȤȤȤȤȤȤȤȤȤȤȤȤȤȤȤ͢༫گΉ ͤͺ̺౷֖

寿いきいき教室

ȁ˕月ĳĶȆĳķ日͈ၰ日Ȃ˪ˬ˫法人北海道子育̀支援χȜȜΒ͈小京子ঙȂۃ田美幸ঙ̤ͬઉ

̧̱̀Ȃ̳̞ͥ͘ੂͬ開催̱̱̹͘ȃ

ȁĳĶ日͉Ȃ子育̀支援͈場́子̧̹̻̠̩̓ͬ֨͘͜ັ̫ͥ導入͈ॽ方͞Ȃ高Ⴂ者́͜楽̱͛ͥൺ

დͬș͂ॿ̞Ȃ学͍ͬ૬̭̦̤͛ͥ͂́ͥ̈́ͅࣉ手დȜρΑ̈́̓ȂδρϋΞͻͺ活動͈参͞ظ

̧̱̹͘ȃ

ȁĳķ日͉ȂρΛ·ρήȪ教室ȫͅ 参加̱̀Ȃ̤༦̯̹̻ͭ͜ͅൺ̈́ظ

͈̓体ͬ使̹̽ဋ͍ͬ体験̱Ȃ学̧̞̹̺̱̹ͭ́͘ȃ

ȁ小୶生̥͉ͣȂȶ人͉Ȃ手͂手ͬ৾ͤ合̽̀ว͈̩͆ͤͦ͜ͅȂ࿒͂࿒

ͬ見̾͛合̴̧̠̽̀̈́合̞Ȃ࡞ဩ̱ͬͩ合̤̥̞̽̀ͤͩͬࡽ合̞Ȃ͉

̲͛̀心̦̞合̠͈͜ȃൺ͈̭͉ͣͦͅظ要ள̦͙ͭ̈́入̞̽̀ͥȃ̶͌Ȃ

Ȃ大人̥ͣ子̹̻̓͜ͅഥ̢̞̀̽̀ဳ̱̞ȃȷ͈̤͂დ̦̜̱̹ͤ͘ȃ

すまいる塾（ボランティア養成講座）

　10月27日（金）の介護者家族の集いは、苫前町公民館で９時30分より開催します。
　また、11月２日（木）の寿いきいき教室では、理学療法士の渡辺晋輔氏を講師に迎え、半年に
一度の体力測定を行います。

ט事業のお知らせט

͓い߹ΘͤɹɹલொҬแׅηϯλʔɹҢ���ɻ ����

ȁ平成ĳĺ年度ల３回̧̧͈̞̞教室ͬ˕月５日Ȫغȫ苫前町公民館́開催̱ȂĶĸ名͈̮参加̞ͬ

̧̹̺̱̹͘ȃ

ȁ元̧̧̞̞ܨ教室̤́͜ଲდ̞̈́̽̀ͥͅࢊ࡞ಶ覚আ͈北໓ဈ子ঙͬ講師ͅȂȶ̤ࢫ࠲͈࢛༎ȷ͂

ఴ̱̀Ȃდ̳Ȃ食͓ͥȂ̳ͥݟࡤ役ܥ࢛̜͈࣌ͥڬෝ͈࢜上͈大୨̯̞̤̾̀ͅდ̧̱̞̹̺Ȃ

എ̈́ȶૠ͞୳͈運ض࢘ထཡȂ୳͈力̥͚͞力̳̭ͬͥ͂Ȃհ全͙֩ͅ込͙̹͈͛ͅታࢋ

動ȷ̈́̓ͬ学͍̱̹͘ȃ

ȁ北໓講師̥͉ͣȂȶ̵͚͈͉ͥ食͓̦ͅۯܨ入̷̠͈ͤ̈́ͬཡ̪൱̧̦̜͈ͥ́Ȃ中ͬ叩̩͈

͉͛̀͞Ȃ̱̩中̯̳ͬͤ大̧̧̩ٹ込͚̠͢ͅ声̥̫̞ͬͥ͂͂͢思̞̳͘ȃ୳͈力̥͚͞

力͉Ȃ体ͬ支̢̹̳̺̫͉̩ͤͥ́̈́Ȃ足͞༜̩

力ͬ͜ͅޣגဓ̢̭̦̥̞̳ͥ͂̽̀͘ȃ̺͘大

સຳ̞̠̠̻̥͂ͣȂΜΜ̤͈࢛͂運動ͬ始͛Ȃ

ȃȷ̧̠̱̱̠̞̹͂̈́ͣ̈́ͤ͘͢͡ͅͅૢ͈࢛̤

ဩ̦̜̱̹ͤ͘ȃ࡞͈͈͛͂͘

ȁ̹͘Ȃഷ中͈ࠆݝ時͉ͅۼȂौ年度作成̱̹ȶ元

体操Ⱥ基本༎Ȼɣ̧̧̞̞ܨ ˲ˠȷ͈ ̤Ⴚ࿒ͬ行̞Ȃ

参加者全員́体操৾ͤͅ組̹̱̱ͭ́͘ၠͬۦȃ




